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審査取決事項の統一に向けた取組
診療科別ワーキンググループの運営
─診療科別ワーキンググループ運営職員座談会─
レセプト振替機能における
これまでの機能改善とその効果

座談会

トピックス



社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用するホー
ムページ（http://shinryohoshu.mhlw.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡

②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。



原尻の滝（大分県）

「東洋のナイアガラ」とも称される
原尻の滝は、豊後大野市にある幅
120m、高さ20mの大滝。阿蘇山が
噴火した際に流れ出た火砕流が冷
え固まったところに川が流れ、浸
食によって現在のような姿になっ
たとされています。緒方平野の田
畑の中に突如姿を現し、周辺に民
家や幹線道路があるのが特徴で、
人々の生活とともに歴史を刻んで
きた名瀑です。
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基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と
「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。

今月の表紙
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審査取決事項の統一に向けた取組
診療科別ワーキンググループの運営
─診療科別ワーキンググループ運営職員座談会─
レセプト振替機能における
これまでの機能改善とその効果

座談会
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審査委員長に伺いました。

のびやかで創造的な仕事で
これからの国民皆保険を支える
徳島県社会保険診療報酬請求書審査委員会 審査委員長　露口 勝
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レセプト振替機能における
これまでの機能改善とその効果
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コンピュータチェックに関する公開の更新24
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診療科別ワーキンググループ運営職員座談会

審査取決事項の統一に向けた取組
診療科別ワーキンググループの運営
東京センター内科審査室 内科審査第１課 内科第１係 係長　　　  石島 良記
愛知センター混合審査室 眼科・産婦人科審査課 眼科・産婦人科第１係 主任　佐渡 麻里
福岡センター外科審査室 外科審査課 診療科筆頭課長　　　　　　佐東 巌聡
本部審査統括部 内科審査課 主査　　　　　　　　　　　　　　　上片平 京子
本部審査統括部 内科審査課 課長（ファシリテーター）　　　　  　菅野 徹

支払基金改革

電子処方箋管理サービスで、医師と
薬剤師のコミュニケーションを円滑に

ただ今奮闘中



菅
野
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）　

本
日
の

座
談
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
診
療
科
別

Ｗ
Ｇ
の
運
営
及
び
本
部
検
討
会
の
運
営
等

に
携
わ
っ
て
い
る
医
科
担
当
の
皆
さ
ん
に
、

「
集
約
前
の
従
前
の
支
部
取
決
事
項
の
統

一
に
向
け
た
検
討
に
関
す
る
取
組
」
と

「
集
約
後
の
職
員
が
把
握
し
た
差
異
事
例

の
統
一
に
向
け
た
取
組
」
の
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

集
約
前
の
従
前
の
支
部
取
決

事
項
の
統
一
に
向
け
た
検
討

に
関
す
る
取
組

菅
野　

ま
ず
「
集
約
前
の
従
前
の
支
部
取

決
事
項
の
統
一
に
向
け
た
検
討
に
関
す
る

取
組
」
で
す
。

　

支
部
取
決
事
項
の
医
科
に
つ
い
て
は
、

集
約
前
の
令
和
２
年
10
月
の
時
点
で
は
全

国
で
２
万
６
４
８
７
あ
り
、
こ
れ
ら
を
同

一
の
診
療
行
為
等
ご
と
に
集
約
し
、
重
複

等
を
整
理
す
る
と
１
万
９
７
８
事
例
に
な

り
ま
す
が
、
同
一
の
取
決
が
複
数
ブ
ロ
ッ

ク
に
存
在
す
る
も
の
は
本
部
検
討
会
で
、

単
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
の
も
の
は
ブ
ロ
ッ
ク

の
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
結
果
、

審査取決事項の統一に向けた取組
診療科別ワーキンググループの運営

診療科別ワーキンググループ運営職員座談会

石島 良記 氏	 （東京センター内科審査室 内科審査第１課 内科第１係 係長）

佐渡 麻里 氏	 （愛知センター混合審査室 眼科・産婦人科審査課 眼科・産婦人科第１係 主任）

佐東 巌聡 氏	 （福岡センター外科審査室 外科審査課 診療科筆頭課長）

上片平 京子 氏	（本部審査統括部 内科審査課 主査）

菅野 　徹 氏	 （本部審査統括部 内科審査課 課長） ※ファシリテーター

出 席 者

　支払基金では、令和２年10月に中核６支部（宮城支部、東京支部、愛知支部、大阪支部、広島支部、
福岡支部。現　中核審査事務センター）に診療科別ワーキンググループ（以下「診療科別ＷＧ」という）
を設置し、集約後の審査業務に支障をきたすことのないよう、従前の支部取決事項の整理・検討を進
めてきました。具体的には、医科の支部取決事項（10,978事例）については、複数ブロックに存在す
るものは本部検討会で、単一ブロックのみのものは診療科別ＷＧで、それぞれ統一に向けた検討を進め、
その結果、令和５年３月末時点で93.3％の10,244事例の検討が終了している状況です。（なお、歯科と
調剤は、それぞれ本部検討会で検討を進め、全ての検討が終了しています。）
　また、令和５年１月から、職員の出身都道府県と出身都道府県以外のレセプトを一部交換することに
よる複数都道府県のレセプト審査事務を開始し、当該審査事務で把握した審査結果に差異のある事例
について、診療科別ＷＧでの検討に着手したところです。
　今号では、各ブロックで診療科別ＷＧの運営に携わっている職員と本部で本部検討会の運営に携わっ
ている職員が、不合理な差異解消に向けて、日々取り組んでいる現状などを紹介します。

2月刊基金 June 2023



を
丹
念
に
行
い
ま
し
た
。

佐
東
（
福
岡
）　

私
も
同
じ
で
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
複
数
の
県
で
取
扱
い
の
同
じ
取
決

が
検
討
対
象
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
取
決

を
行
っ
た
経
緯
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
委

員
会
で
異
な
り
、
文
面
だ
け
で
は
読
み
取

り
に
く
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
審
査
委
員
会
担
当
職
員
に

取
決
の
趣
旨
を
照
会
す
る
こ
と
に
時
間
を

要
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
討
対
象
事
例
に
関
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
各
県
の
請
求
件
数
や
審
査
状

況
等
の
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
時

間
を
要
し
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
検
討

を
し
て
い
た
だ
く
際
は
、
ご
参
加
い
た
だ

く
検
討
委
員
の
日
程
調
整
も
必
要
で
し
た
。

菅
野　

本
部
の
方
は
い
か
が
で
す
か
。
こ

の
支
部
取
決
事
項
の
整
理
・
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
本
部
に
お
い
て
、

本
部
検
討
分
と
ブ
ロ
ッ
ク
検
討
分
の
分
類
、

仕
分
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
。

上
片
平
（
本
部
）　

私
は
本
部
検
討
分
と

ブ
ロ
ッ
ク
検
討
分
の
分
類
作
業
を
し
ま
し

た
が
、
ま
ず
は
、
約
２
万
６
０
０
０
と
非

常
に
膨
大
な
数
の
支
部
取
決
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
仕
分
け
す
る
か
非
常
に
迷
い
ま

し
た
。
内
容
を
読
み
込
む
こ
と
は
も
ち
ろ

令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
、
全
体
の
93
・

３
％
が
終
了
し
、
内
訳
と
し
て
は
、
全
国

統
一
が
２
９
２
事
例
、
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
が

49
事
例
と
い
う
状
況
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
の
事
前
の
内
容
精
査
・
準

備
等
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
時
間

を
要
し
ま
し
た
か
。

石
島
（
東
京
）　

支
部
取
決
事
項
に
つ
い

て
は
、「
あ
る
傷
病
名
に
対
し
て
あ
る
診
療

行
為
を
認
め
る
」
と
い
う
よ
う
に
傷
病
名

と
診
療
行
為
等
が
一
対
一
の
関
係
で
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
て
い
る

文
面
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
例
外
の
条

件
、
例
え
ば
、
原
則
と
し
て
は
認
め
る
が

こ
う
い
う
場
合
は
認
め
な
い
、
と
い
っ
た

例
外
の
条
件
に
つ
い
て
取
決
を
行
っ
た
県

に
確
認
し
、
論
点
を
明
確
に
す
る
と
い
う

点
で
苦
労
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
県
で
取
扱
い

が
異
な
る
取
決
が
検
討
対
象
の
場
合
、
各

県
の
審
査
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
上
で

の
取
決
で
も
あ
り
、
歴
史
が
古
い
も
の
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
先
生

方
に
慎
重
に
ご
検
討
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
、
論
点
整
理
な
ど
の
事
前
準
備

診療科別WG運営職員座談会

本部
全国を６つのブロックに分け、
本部によるガバナンス強化

九州
審査事務センター
（福岡）

中四国
審査事務センター
（広島）

近畿
審査事務センター
（大阪）

中部
審査事務センター
（愛知）

関東
審査事務センター
（東京）

東北
審査事務センター
（宮城）

九州ブロック内の中四国ブロック内の近畿ブロック内の中部ブロック内の関東ブロック内の東北ブロック内の

九州
審査事務
センター
熊本分室
（熊本）

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

審査
委員会
事務局

審査
委員会

中四国
審査事務
センター
米子分室
（鳥取）

北関東地域
審査事務
センター
高崎分室
（群馬）

四国地域
審査事務
センター
（香川）

北陸地域
審査事務
センター
（石川）

北海道
審査事務
センター
（北海道）

北関東地域
審査事務
センター
（埼玉）

東北
審査事務
センター
盛岡分室
（岩手）

（福岡、佐賀、長崎、
熊本、大分、宮崎、
鹿児島、沖縄）

（鳥取、島根、岡山、
広島、山口、徳島、
香川、愛媛、高知）

（滋賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和歌山）

（富山、石川、福井、
岐阜、静岡、愛知、
三重）

（茨城、栃木、群馬、
埼玉、千葉、東京、
神奈川、新潟、山梨、
長野）

（北海道、青森、岩手、
宮城、秋田、山形、
福島）

（宮城、山形、福島） （茨城、千葉、東京、
神奈川、山梨）

（岐阜、静岡、愛知、
三重）

（富山、石川、
福井）

（青森、岩手、
秋田）

（鳥取、島根） （熊本、鹿児島）

（北海道） （栃木、埼玉）

（群馬、新潟、
長野）

（徳島、香川、
愛媛、高知）

（滋賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和歌山）

（岡山、広島、山口） （福岡、佐賀、長崎、
大分、宮崎、沖縄）

審査事務センター・分室 中核審査事務センター

月刊基金 June 20233



　

事
前
準
備
以
外
に
も
、
審
査
基
準
の
統

一
に
向
け
た
検
討
に
当
た
っ
て
、
事
務
方

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
ま
し

た
か
。

佐
渡
（
愛
知
）　

ブ
ロ
ッ
ク
統
一
が
図
ら

れ
た
後
、
取
決
の
根
拠
を
作
成
し
ご
検
討

い
た
だ
く
際
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
表
を

考
慮
し
た
文
章
表
現
と
す
る
こ
と
に
配
慮

し
ま
し
た
。

菅
野　

ブ
ロ
ッ
ク
で
統
一
し
た
審
査
上
の

取
扱
い
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
取
決
と
し
て
、
原

則
支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

保
険
医
療
機
関
等
に
周
知
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
取
扱
い
の

根
拠
を
適
切
な
表
現
で
示
す
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
難
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

石
島
（
東
京
）　

検
討
対
象
の
取
決
が
、
県

の
審
査
委
員
会
の
中
だ
け
の
取
決
な
の
か
、

菅野さん

ん
で
す
が
、
支
部
で
取
り
決
め
た
背
景
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
分
類
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
大
変
で
し
た
。

　

支
部
取
決
事
項
は
、
ほ
ぼ
全
診
療
科
に

関
す
る
も
の
で
し
た
の
で
、
告
示
通
知
等

だ
け
で
な
く
、
知
識
の
足
り
な
い
診
療
科

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

標
準
治
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
目
を
通
し
て
か

ら
分
類
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
請

求
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
事
例
は
、
実
際

の
レ
セ
プ
ト
請
求
を
検
証
す
る
な
ど
し
な

が
ら
分
類
を
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
経
口
血
糖
降
下
薬
の
取
決
で

は
、
製
品
名
、
一
般
名
、
薬
効
分
類
、
先

発
薬
、
後
発
薬
、
作
用
ご
と
な
ど
異
な
る

条
件
で
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
整
理
す
る
こ
と
も
非
常
に

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

菅
野　

や
は
り
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
や
本
部

検
討
会
の
先
生
方
に
円
滑
に
ご
検
討
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
事
前
の
内
容
精
査
が
必

要
で
あ
り
、
運
営
を
担
う
職
員
と
し
て
は
、

検
討
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
点
で
、
関
連
す
る

告
示
や
通
知
、
疑
義
解
釈
資
料
の
下
調
べ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
決
を
行
っ
た
経

緯
な
ど
を
事
前
に
調
べ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
ね
。

診療科別WG運営職員座談会
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医
学
的
な
見
解
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面
で
は
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
各

県
の
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
先
生
方
や
職
員
が
、

複
数
の
業
務
を
行
い
な
が
ら
も
一
丸
と

な
っ
て
協
力
し
た
こ
と
で
、
こ
の
取
組
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
片
平
（
本
部
）　

本
部
検
討
で
は
、
会

議
運
営
、
全
国
調
査
、
取
扱
い
文
言
作
成
、

根
拠
作
成
、
審
査
委
員
会
へ
の
周
知
と
い

う
一
連
の
工
程
を
担
当
者
別
に
分
担
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
つ
の
工
程
に
お

い
て
曖
昧
な
状
態
で
次
の
工
程
に
進
ん
で

し
ま
う
と
後
々
影
響
が
出
る
た
め
、
一
つ

ひ
と
つ
の
工
程
に
携
わ
る
職
員
間
で
議
論

を
重
ね
、
先
生
方
の
検
討
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
非
常
に
達
成

感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
本
部
に
転
勤
す
る
前
は
支
部

で
自
支
部
の
取
決
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
さ
か
本
部
で
こ
の
処
理
を
行
う

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
想
像
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
支
部
取
決
事
項
の
分
類
作

業
を
経
て
、
47
都
道
府
県
の
取
扱
い
を
一

挙
に
目
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県

ご
と
の
見
解
や
診
療
科
別
の
考
え
方
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

ロ
ッ
ク
で
統
一
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
取
決
は
、

国
保
に
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
検
討
会
で
検
討
い
た
だ
く
に
当

た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し

て
い
ま
す
か
。

上
片
平
（
本
部
）　

本
部
検
討
会
に
お
い

て
、
検
討
委
員
の
先
生
方
の
ご
意
見
が
分

か
れ
る
こ
と
が
事
前
に
想
定
さ
れ
る
場
合

は
、
統
一
す
る
上
で
の
問
題
点
の
洗
い
出

し
、
実
際
の
請
求
件
数
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス

デ
ー
タ
や
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
情

報
収
集
を
行
う
な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

菅
野　

先
ほ
ど
、
佐
東
さ
ん
か
ら
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
検
討
対
象
事
例
の
実

際
の
請
求
件
数
や
査
定
件
数
と
い
っ
た

デ
ー
タ
は
、
委
員
の
先
生
方
が
検
討
す
る

に
当
た
っ
て
、
非
常
に
重
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
国
保
と
の
協
議
事
項
な
の
か
、

三
者
会
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
の
か
ど

う
か
、
各
県
の
担
当
者
に
確
認
し
、
国
保

等
と
の
協
議
事
項
の
場
合
は
そ
の
県
で
社

保
と
国
保
で
取
決
を
行
っ
た
経
緯
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ

の
先
生
に
伝
え
、
よ
り
慎
重
に
検
討
を
行

う
よ
う
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
科
に
つ
い
て
は
診
療
内
容
が

非
常
に
幅
広
い
の
で
、
取
決
を
行
う
こ
と

で
他
の
診
療
科
に
影
響
が
な
い
か
、
診
療

科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
検
討
を
進
め
る

過
程
で
ご
判
断
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
東
（
福
岡
）　

や
は
り
、
内
科
で
取
り
扱

う
事
例
の
中
に
は
、
血
液
、
循
環
器
、
消

化
器
内
科
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
診
療

科
に
ま
た
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

個
々
の
診
療
科
の
見
解
を
取
り
ま
と
め
な

が
ら
、
審
査
委
員
会
の
同
意
を
得
る
こ
と

は
時
間
が
か
か
り
、
先
生
方
に
も
ご
苦
労

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
各
県
の
審
査
委
員

会
に
協
力
的
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

で
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

菅
野　

基
金
内
部
で
差
異
解
消
を
図
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
社
保
と
国
保

の
審
査
基
準
の
統
一
も
必
要
で
あ
り
、
ブ

　

こ
の
テ
ー
マ
の
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
支

部
取
決
事
項
の
統
一
に
向
け
た
検
討
を

担
っ
て
こ
ら
れ
た
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

石
島
（
東
京
）　

ま
ず
、
一
言
で
「
大
変

難
し
か
っ
た
」
と
い
う
印
象
で
す
。
診
療

科
別
Ｗ
Ｇ
の
先
生
方
が
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
時
は
、
大
変
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
集
約
後
も
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
渡
（
愛
知
）　

ブ
ロ
ッ
ク
統
一
が
図
ら

れ
た
後
の
課
題
と
し
て
、
診
療
報
酬
改
定

や
新
た
な
全
国
統
一
事
例
が
で
き
た
都
度
、

取
扱
い
の
整
合
性
に
つ
い
て
確
認
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

佐
東
（
福
岡
）　

支
部
取
決
事
項
は
各
都

道
府
県
の
審
査
委
員
会
内
で
審
査
結
果
に

差
異
が
あ
る
も
の
を
取
決
と
し
て
い
る
経

緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
生
方
に
、
そ
れ

ら
を
さ
ら
に
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
ま
と
め
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
や
は
り
大
変
だ
と
感
じ

ま
し
た
し
、
ご
意
見
が
分
か
れ
た
と
き
の

ま
と
め
方
に
は
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の

先
生
は
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
検
討

を
進
め
る
上
で
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
先
生
方

や
審
査
委
員
長
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な

上片平さん
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終
了
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
検
討
分
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。
本
部
検
討
分
も
、

検
討
一
巡
の
目
途
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

●審査事務集約後の不合理な差異解消の検討体制

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
冒
頭
申
し
上
げ
た
と

お
り
、
支
部
取
決
事
項
の
整
理
・
検
討
に

つ
い
て
は
、
医
科
全
体
と
し
て
は
約
９
割

良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま

す
。

菅
野　

い
ろ
い
ろ
な
ご
発
言
、
あ
り
が
と

診療科別WG運営職員座談会

引
き
続
き
、
検
討
の
運
営
や
サ
ポ
ー
ト
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

集
約
後
の
職
員
が
把
握
し
た

差
異
事
例
の
統
一
に
向
け
た

取
組

菅
野　

そ
れ
で
は
次
に
「
集
約
後
の
職
員

が
把
握
し
た
差
異
事
例
の
統
一
に
向
け
た

取
組
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
、
審
査
事
務
を
担
当

す
る
職
員
の
出
身
都
道
府
県
（
以
下
「
出

身
県
」）
の
レ
セ
プ
ト
と
集
約
拠
点
の
レ

セ
プ
ト
を
一
部
交
換
す
る
審
査
事
務
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５
年
３
月

末
時
点
で
、
職
員
が
差
異
と
考
え
把
握
し

た
事
例
が
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
合
計
３
０
６
事

例
あ
り
、
そ
の
う
ち
42
事
例
は
検
討
対
象

と
整
理
さ
れ
、
実
際
に
19
事
例
が
診
療
科

別
Ｗ
Ｇ
に
お
け
る
検
討
を
開
始
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

ま
ず
、
審
査
事
務
を
担
当
し
て
い
る
職

員
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
・
視
点
で
審
査

結
果
に
差
異
が
あ
る
事
例
を
把
握
し
て
い

る
か
、
実
態
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
島
（
東
京
）　

原
審
査
に
お
い
て
は
、
出

身
県
以
外
の
レ
セ
プ
ト
の
審
査
結
果
の
内

容
確
認
を
す
る
際
に
、
出
身
県
レ
セ
プ
ト
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●審査結果の不合理な差異解消の取組

と
異
な
る
審
査
結
果
で
あ
っ
た
場
合
に
、

出
身
県
以
外
の
前
担
当
者
に
そ
の
審
査
委

員
会
の
取
扱
い
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
差

異
が
発
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

１
つ
の
レ
セ
プ
ト
を
担
当
職
員
以
外
の
別

の
職
員
が
目
を
変
え
て
確
認
す
る
こ
と
で
、

差
異
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

再
審
査
に
お
い
て
も
同
様
で
、
再
審
査

結
果
の
確
認
を
担
当
職
員
が
行
う
際
、
担

当
す
る
２
県
間
で
例
え
ば
、
対
象
と
な
る

同
一
傷
病
名
な
ど
で
審
査
結
果
に
相
違
は

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

菅
野　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
非
常
に

多
く
の
差
異
が
発
見
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
が
、
具
体
的
な
取
組
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

佐
渡
（
愛
知
）　

今
年
１
月
に
審
査
事
務

で
の
レ
セ
プ
ト
交
換
を
開
始
す
る
前
の
段

階
で
、
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
出
身
県
、
出

身
県
以
外
の
県
の
レ
セ
プ
ト
を
問
わ
ず
、

自
分
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
と
経

験
の
下
で
、
普
段
ど
お
り
に
審
査
事
務
を

行
い
、
結
果
、
審
査
結
果
に
差
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
事
例
は
全
て
抽
出
し
、
提
出

す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

差
異
の
把
握
が
多
い
理
由
は
、
そ
こ
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

佐
東
（
福
岡
）　

福
岡
セ
ン
タ
ー
で
も
、
審

査
終
了
後
の
レ
セ
プ
ト
確
認
（
計
数
整

理
）
時
に
審
査
結
果
の
差
異
を
発
見
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
出
身
県
と
出
身
県

以
外
の
レ
セ
プ
ト
に
同
じ
疑
義
付
箋
を
貼

付
し
、
結
果
が
異
な
っ
た
と
き
に
、
出
身

県
以
外
の
前
審
査
事
務
担
当
者
に
確
認
を

し
て
、
取
扱
い
が
違
う
こ
と
を
把
握
し
た

後
、「
こ
れ
は
差
異
で
は
な
い
か
」
と
い
う

形
で
提
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　

再
審
査
に
お
い
て
も
同
様
で
、
出
身
県

レ
セ
プ
ト
と
出
身
県
以
外
の
県
の
レ
セ
プ

ト
の
再
審
査
結
果
が
異
な
っ
た
場
合
に
、

前
担
当
者
と
相
談
し
て
、
県
で
取
扱
い
が

異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
形
で
差
異

事
例
が
提
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

基
本
的
に
、
審
査
事
務
職
員
は
、
出
身

県
の
審
査
委
員
会
の
見
解
を
踏
ま
え
て
審

査
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
身
県

以
外
の
県
の
審
査
結
果
が
異
な
る
事
例
は

す
ぐ
に
把
握
で
き
る
よ
う
で
す
。

菅
野　

出
身
県
の
レ
セ
プ
ト
が
査
定
、
出

身
県
以
外
の
県
の
レ
セ
プ
ト
が
請
求
ど
お

り
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事

例
が
医
学
的
に
審
査
結
果
の
違
い
に
つ
い

て
説
明
で
き
な
い
「
不
合
理
な
差
異
」
で

あ
る
か
、
職
員
で
は
判
断
で
き
な
い
た
め

月刊基金 June 20237



Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
へ
相
談
の
上
、
検
討
対

象
外
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
審
査
委
員

会
の
審
査
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

佐
渡
（
愛
知
）　

愛
知
セ
ン
タ
ー
で
は
、
審

査
結
果
の
確
認
の
際
に
差
異
が
あ
る
と
し

て
職
員
が
把
握
し
た
事
例
を
座
長
の
先
生

に
相
談
す
る
ま
で
の
間
に
、
三
つ
の
段
階

を
踏
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
第
１
段
階
と

し
て
は
、
差
異
事
例
と
し
て
提
出
さ
れ
た

全
て
の
事
例
に
関
し
て
、
19
の
診
療
科
に

分
か
れ
て
、
愛
知
セ
ン
タ
ー
に
紐
づ
く
全

県
の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
診
療
科
別
の
グ

ル
ー
プ
打
合
せ
会
を
毎
月
開
催
し
、
そ
の

打
合
せ
会
に
お
い
て
、
診
療
科
ご
と
の

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
各
県
の
審
査

上
の
取
扱
い
を
一
旦
確
認
し
ま
す
。
例
え

ば
、
愛
知
と
静
岡
の
結
果
に
差
異
が
生
じ

て
い
る
事
例
が
あ
る
場
合
、
岐
阜
と
三
重

の
審
査
委
員
会
の
取
扱
い
を
確
認
の
上
、

愛
知
セ
ン
タ
ー
に
紐
づ
く
全
県
の
審
査
委

員
会
に
お
い
て
現
在
ど
う
い
う
取
扱
い
を

し
て
い
る
の
か
を
職
員
ベ
ー
ス
で
把
握
し

て
い
ま
す
。

　

職
員
ベ
ー
ス
の
把
握
が
終
わ
っ
た
後
で
、

第
２
段
階
と
し
て
は
、
毎
月
上
旬
の
再
審

査
部
会
の
後
に
、
主
任
審
査
委
員
の
先
生

方
と
一
緒
に
診
療
科
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
、
そ
の
診
療
科
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
、
主
任
審
査
委
員
の
先
生
方
に
、

職
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
全
て
の
差
異
事
例

と
４
県
の
取
扱
い
を
お
示
し
し
て
、
診
療

科
別
Ｗ
Ｇ
に
提
出
す
べ
き
事
例
か
ど
う
か

を
判
断
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
際
は
、
主
任
審
査
委
員
の
判
断
材
料
に

な
る
よ
う
、
事
例
ご
と
に
、
請
求
件
数
が

多
い
、
ま
た
は
点
数
が
高
い
と
い
っ
た
情

報
も
併
せ
て
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
結
果
、
主
任
審
査
委
員
の

先
生
方
か
ら
は
、「
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検

討
す
べ
き
事
例
で
あ
る
」
と
い
っ
た
ご
意

見
で
す
と
か
、「
個
別
性
が
非
常
に
高
い

事
例
で
あ
る
た
め
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
の
検

討
は
不
要
で
は
な
い
か
」「
検
査
の
回
数

や
医
薬
品
の
投
与
量
に
関
す
る
事
例
で
あ

る
た
め
取
り
ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
い
の

審
査
委
員
で
あ
る
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
座
長

の
先
生
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る
ま
で
の

過
程
に
お
い
て
も
、
事
前
準
備
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
処
理
内

容
や
工
程
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
島
（
東
京
）　

ま
ず
、
差
異
と
し
て
提
出

さ
れ
た
事
例
が
個
々
の
審
査
委
員
の
見
解

の
差
異
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
２

県
間
の
審
査
委
員
会
の
差
異
か
否
か
の
検

証
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も

踏
ま
え
た
上
で
、
ま
ず
、
出
身
県
の
取
扱

い
を
確
認
す
る
こ
と
が
一
点
と
、
そ
の
提

示
さ
れ
た
事
例
の
論
点
は
何
か
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
二
点
目
。
対
象
傷
病
名
な
ど

が
明
確
な
の
か
、
規
格
が
複
数
あ
る
薬
剤

で
適
応
疾
患
も
複
数
あ
る
場
合
は
、
添
付

文
書
を
確
認
し
な
が
ら
、
規
格
別
ご
と
の

審
査
結
果
の
違
い
を
確
認
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
事
例
が
告
示
や
通

知
、
疑
義
解
釈
資
料
等
か
ら
取
扱
い
が
明

確
な
事
例
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
支
払
基

金
で
公
表
し
て
い
る
審
査
の
一
般
的
な
取

扱
い
や
審
査
情
報
提
供
事
例
と
重
複
す
る

事
例
で
は
な
い
な
ど
を
確
認
し
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
事
例
が
あ
れ
ば
、
診
療
科
別

診療科別WG運営職員座談会

石島さん

●差異を把握してから協議・検討する流れ（愛知センターの例）５〜６月

（再審査部会終了後、審査事務開始前の間に実施）

この後、診療科別
WG座長へ相談し、
検討指示が出され
た場合、WGへ提出

8月刊基金 June 2023



で
は
な
い
か
」「
ほ
か
の
診
療
科
に
も
関
連

す
る
事
例
で
あ
る
た
め
一
つ
の
診
療
科
の

み
で
は
検
討
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
主
任
審
査
委
員
の
先
生
方
に

い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
含
め

て
各
診
療
科
筆
頭
課
長
に
報
告
し
、
第
３

段
階
で
は
、
関
連
す
る
疑
義
解
釈
資
料
な

ど
を
全
て
調
べ
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
診

療
科
筆
頭
課
長
か
ら
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長

の
先
生
に
報
告
し
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検

討
す
る
か
ど
う
か
を
ご
判
断
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

菅
野　

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相

談
す
る
前
の
段
階
で
、
診
療
科
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
主
任
審
査
委
員
の
先
生
方
に
も
相

談
し
、
そ
の
結
果
も
添
え
て
最
終
的
に
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る
場

合
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
も
判
断

が
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

佐
渡
（
愛
知
）　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
、
混

合
診
療
科
に
い
ま
す
。
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座

長
の
先
生
は
、
全
て
の
診
療
科
に
必
ず
し

も
専
門
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る

前
の
段
階
で
診
療
科
ご
と
に
主
任
審
査
委

診療科別WG運営職員座談会

明
で
き
る
と
い
っ
た
事
例
も
多
く
あ
り
ま

す
か
。

石
島
（
東
京
）　

あ
り
ま
す
ね
。
個
々
の
症

例
ご
と
に
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
な
事
例

に
な
る
か
と
思
う
ん
で
す
。
先
ほ
ど
も
話

し
ま
し
た
が
、
傷
病
名
と
診
療
行
為
等
が

１
対
１
の
関
係
で
整
理
で
き
る
の
な
ら
本

当
に
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
の
で
す

が
、
そ
こ
に
付
随
し
た
も
の
が
あ
る
と
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野　

当
然
、
同
一
の
レ
セ
プ
ト
は
な
い

こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
同
じ
疾
患
を
主
病

と
す
る
患
者
で
あ
っ
て
も
、
併
存
病
名
は

患
者
ご
と
に
異
な
り
ま
す
し
、
治
療
内
容

も
異
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座

長
の
先
生
な
ど
審
査
委
員
に
判
断
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
東
さ
ん
か
ら
、
検
討
対
象
外

と
さ
れ
た
事
例
は
、
職
員
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
東
京
セ
ン
タ
ー
と
愛
知
セ
ン
タ
ー

で
も
、
検
討
対
象
外
と
さ
れ
た
理
由
を
職

員
に
連
絡
し
て
い
ま
す
か
。

石
島
（
東
京
）　

東
京
セ
ン
タ
ー
で
は
、
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
の
見
解
を
伝
え

る
と
い
う
形
で
診
療
科
筆
頭
課
長
か
ら
該

佐
東
（
福
岡
）　

福
岡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
審

査
事
務
担
当
職
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
差
異

事
例
は
、
全
て
診
療
科
筆
頭
課
で
受
け
付

け
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
算
定
ル
ー
ル
分
や
、

審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
、
審
査
情
報
提

供
事
例
等
に
関
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
と
相
談
の
上
、

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
の
検
討
対
象
外
と
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
外
と
な
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

審
査
事
務
担
当
者
に
対
象
外
と
な
っ
た
理

由
と
と
も
に
伝
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に

医
学
的
見
解
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
検
討
候
補
事
例
と
し
て
座

長
の
先
生
へ
相
談
し
て
い
ま
す
。

菅
野　

今
、
検
討
対
象
外
と
さ
れ
た
事
例

の
内
容
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。
検
討

対
象
外
と
な
る
事
例
は
ど
の
よ
う
な
事
例

が
多
い
で
す
か
。
本
部
に
お
い
て
も
一
定

程
度
把
握
し
て
お
り
、
算
定
ル
ー
ル
に
関

連
す
る
事
例
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
の

傾
向
的
な
請
求
内
容
、
同
一
県
内
の
差
異

に
関
す
る
も
の
も
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座

長
の
先
生
等
の
審
査
委
員
に
判
断
い
た
だ

い
た
結
果
、
レ
セ
プ
ト
内
容
か
ら
双
方
の

審
査
結
果
の
理
由
に
つ
い
て
合
理
的
に
説

員
の
先
生
方
に
意
見
を
伺
い
、
そ
の
情
報

を
添
え
て
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に

相
談
し
て
い
ま
す
。

菅
野　

今
伺
っ
た
話
で
す
と
、
診
療
科
別

Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る
処
理
の
流

れ
と
し
て
は
、
月
末
の
審
査
結
果
を
確
認

す
る
計
数
整
理
の
と
き
に
個
々
の
職
員
が

差
異
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
把
握
し
、
翌

月
の
上
旬
に
、
個
々
の
職
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
事
例
を
診
療
科
別
の
グ
ル
ー
プ
打
合

せ
会
で
職
員
間
で
確
認
し
た
後
、
診
療
科

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
主
任
審
査
委
員
に
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
診
療
科
別
Ｗ

Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る
の
は
、
同
月

の
審
査
委
員
会
の
時
期
と
な
り
ま
す
か
。

佐
渡
（
愛
知
）　

そ
う
で
す
ね
。
診
療
科

別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
は
常
勤
で
す
の
で
、

必
ず
し
も
審
査
委
員
会
中
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
が
、
流
れ
と
し
て
は
、
そ

う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

佐渡さん
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当
の
職
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

佐
渡
（
愛
知
）　

職
員
に
は
、
主
任
審
査

委
員
と
の
診
療
科
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終

わ
っ
た
後
に
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検
討
し

な
い
理
由
を
提
出
し
た
職
員
に
連
絡
し
て

い
ま
す
。

菅
野　

検
討
対
象
外
と
な
っ
た
理
由
、
特

に
算
定
ル
ー
ル
に
関
す
る
事
例
は
、
提
出

し
た
職
員
の
知
識
習
得
の
た
め
に
重
要
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
本
部
の
方
に
伺
い
ま
す
。
集
約
後
、

審
査
業
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
審

査
基
準
は
、
ま
ず
は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
統

一
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ

ク
間
で
差
異
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

本
部
と
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
連
携
し
、
検
討
予

定
事
例
の
情
報
共
有
等
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
本
部
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

上
片
平
（
本
部
）　

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検

討
し
て
い
た
だ
く
際
は
、
事
前
に
検
討
予

定
事
例
の
内
容
を
本
部
に
報
告
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
報
告
が
あ
っ
た

場
合
は
、
当
該
事
例
が
本
部
検
討
会
で
検

討
中
の
事
例
と
重
複
し
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク

診療科別WG運営職員座談会

に
も
情
報
提
供
し
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
で
同
様

の
事
例
を
検
討
す
る
予
定
が
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
、
本
部
検
討
会
や

他
ブ
ロ
ッ
ク
の
検
討
予
定
事
例
と
重
複
し

て
い
る
場
合
は
本
部
検
討
会
で
検
討
す
る

ス
キ
ー
ム
に
し
て
い
ま
す
が
、
診
療
科
別

Ｗ
Ｇ
で
検
討
開
始
後
、
実
は
本
部
検
討
会

で
も
同
じ
事
例
を
検
討
し
て
い
た
と
い
っ

た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
検
討
予
定
事

例
の
報
告
が
あ
っ
て
か
ら
の
重
複
確
認
は

慎
重
に
行
っ
て
い
ま
す
。

菅
野　

ほ
か
に
皆
さ
ん
の
中
で
、
他
の
セ

ン
タ
ー
の
方
に
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
何
か

あ
り
ま
す
か
。

石
島
（
東
京
）　

愛
知
セ
ン
タ
ー
の
佐
渡

さ
ん
に
伺
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
お
話
の
中

で
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談

す
る
ま
で
に
診
療
科
グ
ル
ー
プ
の
打
合
せ

会
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
、
何
人
ぐ
ら
い
出

席
し
ま
す
か
。

佐
渡
（
愛
知
）　

診
療
科
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
診
療

科
を
担
当
し
て
い
る
職
員
全
員
で
打
合
せ

を
行
い
ま
す
。
30
人
な
ど
多
い
人
数
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
参
加
で
き
る
職

員
が
集
ま
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
発
言
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
現
在
は
一
堂
に

会
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
で

き
な
か
っ
た
職
員
に
は
、
後
で
診
療
科

リ
ー
ダ
ー
が
個
別
に
伝
達
を
行
っ
た
り
、

打
合
せ
内
容
を
文
書
に
ま
と
め
て
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

石
島
（
東
京
）　

東
京
セ
ン
タ
ー
で
そ
の

よ
う
に
職
員
が
集
ま
る
機
会
を
な
か
な
か

つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
知
セ
ン
タ
ー
で
の
診
療
科
の
グ
ル
ー

プ
の
打
合
せ
と
診
療
科
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

ま
た
、
そ
の
後
の
診
療
科
筆
頭
課
長
か
ら

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
座
長
の
先
生
に
相
談
す
る

と
い
う
流
れ
も
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

菅
野　

現
在
、
レ
セ
プ
ト
の
交
換
割
合
は

１
割
程
度
で
す
が
、
今
後
は
交
換
す
る
レ

セ
プ
ト
の
内
容
の
充
実
化
な
ど
も
検
討
し
、

職
員
が
把
握
し
た
差
異
事
例
を
起
点
と
し

た
審
査
基
準
の
統
一
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の
課
題
、
対
応

案
、
抱
負
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
島
（
東
京
）　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま

ず
は
不
合
理
な
差
異
を
解
消
す
る
た
め
に
、

差
異
と
思
わ
れ
る
事
例
の
提
出
を
促
し
検

討
事
例
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
た
め
に
愛
知
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
現

場
の
職
員
へ
ど
う
い
っ
た
事
例
が
不
合
理

な
差
異
事
例
と
な
り
う
る
か
を
周
知
し
、

差
異
事
例
の
提
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

審
査
基
準
を
統
一
す
る
た
め
に
は
、
審

査
委
員
の
先
生
方
に
非
常
に
多
く
の
時
間

と
労
力
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
検
討
の
運
営
を
担
当
す
る
職
員
と
し

て
、
統
一
が
図
ら
れ
た
と
き
の
達
成
感
や

そ
の
間
に
得
た
知
識
、
審
査
委
員
と
の
連

携
等
は
な
か
な
か
得
難
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
で
、
今
ま
で
の
や
り
方

で
は
足
り
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
こ
と
も

見
え
ま
し
た
。
今
回
の
座
談
会
へ
の
参
加

は
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
渡
（
愛
知
）　

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
の
検

佐東さん
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討
の
結
果
、
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
で
決
ま
っ
た

後
、
検
討
結
果
に
つ
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
審

査
委
員
長
会
議
で
承
認
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
３
か

月
間
の
周
知
期
間
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
実
際
に
取
決
と
し
て
適
用
さ
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
も
う
少

し
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
整
理
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
審
査
事
務
や
再
審
査
の
処
理
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
診
療
科
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
レ

セ
プ
ト
交
換
の
充
実
化
や
、
来
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
を
考
え
る
と
、
現
在
の
差
異

事
例
に
つ
い
て
は
、
４
県
の
職
員
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
結
果
の
状
況
を
診
療
科

内
で
話
し
合
い
、
相
談
し
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
差
異
事
例
の
把
握
と

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

佐
東
（
福
岡
）　

福
岡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま

だ
差
異
事
例
の
提
出
事
例
数
が
少
な
い
の

で
、
審
査
事
務
職
員
が
把
握
し
た
差
異
事

例
を
提
出
し
や
す
い
よ
う
に
、
計
数
整
理

時
の
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
提
出
方
法
等

を
周
知
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
診
療

科
筆
頭
課
長
か
ら
繰
り
返
し
口
頭
で
職
員

に
、
差
異
事
例
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
筆
頭
課

長
の
ほ
う
に
出
す
よ
う
に
、
定
着
に
つ
な

が
る
よ
う
な
感
じ
で
声
か
け
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
科

別
Ｗ
Ｇ
検
討
事
例
と
な
っ
た
も
の
は
、
早

急
に
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検
討
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
統
一
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
運
営

担
当
の
職
員
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

上
片
平
（
本
部
）　

職
員
が
把
握
し
た
差

異
事
例
を
起
点
と
し
た
検
討
に
つ
い
て
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
私
の
中

で
具
体
的
な
課
題
が
明
確
に
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
各
セ
ン
タ
ー
の
診
療
科
筆
頭

課
長
に
進
捗
状
況
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
機
会

に
、
個
別
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
案
件
は

な
い
か
、
制
度
的
な
問
題
は
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
、
本
部
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
問
題
が
あ
れ
ば
迅
速
に
把
握
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
に
対
し
的
確
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

菅
野　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集

約
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
は
、
職
員
が
複

数
の
都
道
府
県
の
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務

を
行
う
こ
と
で
審
査
結
果
に
差
異
が
あ
る

事
例
を
把
握
し
、
不
合
理
な
差
異
は
、
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
の
検
討
を
通
じ
て
速
や
か

に
解
消
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に

お
い
て
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
職
員
は
把
握
し

た
差
異
事
例
を
確
実
に
診
療
科
筆
頭
課
長

に
提
出
し
、
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検
討
す
る

ま
で
の
ス
キ
ー
ム
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
組

状
況
等
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
本
部
間

で
常
に
情
報
共
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
も

感
じ
ま
し
た
。

　

不
合
理
な
差
異
の
解
消
は
、
当
然
、
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
委
員
や
各
県
の
審
査
委
員
長

等
の
先
生
方
の
検
討
に
よ
り
な
し
得
る
こ

と
で
す
が
、
そ
の
検
討
の
運
営
を
行
う
職

員
の
業
務
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
で
検
討
す
る
ま
で
の
ス

キ
ー
ム
の
定
着
化
も
含
め
、
引
き
続
き
診

療
科
別
Ｗ
Ｇ
の
運
営
業
務
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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Topics

　
「
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
」
と
は
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
一
機

能
で
あ
り
、
審
査
支
払
機
関
に
提
出
さ

れ
た
電
子
レ
セ
プ
ト
の
資
格
確
認
を
行

い
、
資
格
喪
失
で
あ
っ
て
新
し
い
資
格

情
報
が
確
認
で
き
た
場
合
は
、
レ
セ
プ

ト
の
資
格
情
報
を
振
り
替
え
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
喪
失
が
月
の
途
中
で
あ

る
場
合
は
、
資
格
喪
失
前
後
で
レ
セ
プ

ト
を
分
割
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
枝
番
が

レ
セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
レ
セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
患
者
の

情
報
と
医
療
保
険
者
等
向
け
中
間
サ
ー

バ
ー
（
以
下
、「
中
間
サ
ー
バ
ー
」
と
い

う
。）
に
登
録
さ
れ
た
情
報
を
突
合
し
て

枝
番
を
特
定
し
、
補
記
す
る
こ
と
も

行
っ
て
お
り
、
従
前
は
返
戻
と
な
っ
て

い
た
資
格
喪
失
後
受
診
の
レ
セ
プ
ト
を
、

医
療
機
関
・
薬
局
へ
返
戻
す
る
こ
と
な

く
、
資
格
の
有
効
な
保
険
者
へ
送
付
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
レ
セ
プ

ト
の
振
替
・
分
割
は
、
社
保
と
国
保
を

跨
ぐ
場
合
も
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
資
格
喪
失
後
受
診
の
レ
セ
プ

ト
及
び
資
格
情
報
の
記
載
誤
り
レ
セ
プ

ト
等
の
請
求
は
減
少
し
ま
す
が
、
さ
ら

に
、
審
査
支
払
機
関
に
お
い
て
レ
セ
プ

ト
受
付
時
の
資
格
確
認
と
新
資
格
へ
の

振
替
等
を
行
う
こ
と
で
、
回
収
前
の
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
受
診
し
た
場
合

や
、
届
出
の
遅
延
等
に
よ
り
遡
及
し
て

資
格
喪
失
と
な
っ
た
場
合
な
ど
、
一
部

残
存
す
る
資
格
喪
失
後
受
診
の
レ
セ
プ

ト
も
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
運
用
が
開
始

さ
れ
た
令
和
３
年
10
月
か
ら
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

運
用
を
行
う
中
で
、
保
険
者
等
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な
ご
要
望
を
受
け
、

レ
セ
プ
ト
振
替
の
精
度
向
上
の
た
め
各
種
改
修
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
稿
で
は
「
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
」
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
機
能
改
善
に
つ

い
て
の
説
明
と
、
レ
セ
プ
ト
振
替
に
関
す
る
主
な
お
問
い
合
わ
せ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

レセプト振替機能における
これまでの機能改善とその効果

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の

概
要

●オンライン資格確認の実施により見込まれる効果
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Topics

１
．
受
診
日
に
お
い
て
、
レ
セ
プ
ト
に

記
録
さ
れ
た
資
格
（
保
険
者
番
号
、

記
号
、
番
号
）
が
有
効
で
あ
る
場
合

は
、
レ
セ
プ
ト
を
振
り
替
え
な
い
こ

と
と
す
る
改
修
（
令
和
４
年
２
月
処

理
～
）

　

令
和
４
年
１
月
処
理
ま
で
は
、
レ
セ

プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
受
診
日
に
有
効
な

資
格
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
被
保
険
者

証
の
発
行
日
が
新
し
い
保
険
者
に
レ
セ

プ
ト
を
振
り
替
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
資
格
の
登
録
が
あ
れ
ば
、
旧
保

険
者
の
失
効
処
理
の
遅
れ
と
み
な
し
、

出
来
る
だ
け
新
資
格
に
レ
セ
プ
ト
を
振

り
替
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
資
格
取
得
よ
り
後
や
前
の
日
に

「
証
の
有
効
開
始
」
を
登
録
さ
れ
た
場

合
に
、
適
正
な
振
替
・
分
割
が
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
事
象
が
判
明
し
た
た
め

（
例
１
、
例
２
）、
レ
セ
プ
ト
振
替
と
す

る
基
準
日
を
、
証
の
「
有
効
開
始
日
」

「
有
効
終
了
日
」
か
ら
、「
資
格
取
得

日
」「
資
格
喪
失
日
」
に
変
更
し
、
レ
セ

プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
受
診
日
に
、
レ
セ

プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
保
険
者
の
資
格
が

有
効
で
あ
れ
ば
、
レ
セ
プ
ト
を
振
り
替

え
な
い
こ
と
と
す
る
改
修
を
行
い
ま
し

た
。（
図
１
）
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Topics

２
．
枝
番
訂
正
の
対
応
（
令
和
４
年
11

月
処
理
～
）

　

令
和
３
年
９
月
診
療
分
か
ら
記
録
開

始
と
な
っ
た
「
枝
番
」
に
つ
い
て
は
、

レ
セ
プ
ト
の
記
載
誤
り
が
非
常
に
多
く
、

保
険
者
か
ら
返
戻
さ
れ
る
事
例
が
増
加

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
４

年
11
月
処
理
以
降
、
レ
セ
プ
ト
に
記
載

さ
れ
た
保
険
者
番
号
、
記
号
、
番
号
、

枝
番
及
び
生
年
月
日
の
組
み
合
わ
せ
が

中
間
サ
ー
バ
ー
に
登
録
さ
れ
た
資
格
情

報
と
一
致
し
な
い
場
合
は
、
レ
セ
プ
ト

に
記
載
さ
れ
た
枝
番
を
取
り
除
い
た
資

格
情
報
に
よ
り
再
度
資
格
確
認
を
実
施

し
、
そ
の
資
格
情
報
（
保
険
者
番
号
、

記
号
、
番
号
及
び
生
年
月
日
）
と
一
致

す
る
資
格
が
中
間
サ
ー
バ
ー
に
登
録
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
支
払
基
金
に
お
い

て
電
子
レ
セ
プ
ト
に
記
載
さ
れ
た
枝
番

を
訂
正
す
る
こ
と
で
、
枝
番
記
載
誤
り

に
よ
る
返
戻
レ
セ
プ
ト
の
減
少
を
図
り

ま
し
た
。（
図
２
）

●図１

●図２
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Topics

３
．
原
審
査
及
び
再
審
査
で
新
旧
の
資

格
に
お
い
て
異
な
る
限
度
額
適
用
認

定
証
区
分
が
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

等
も
、
レ
セ
プ
ト
の
合
計
点
数
が
レ

セ
プ
ト
種
別
（
未
就
学
児
、
本
人
・

家
族
、
高
齢
受
給
者
及
び
後
期
高
齢

者
）
ご
と
に
設
定
し
た
点
数
以
下
で

あ
れ
ば
、
新
資
格
に
振
り
替
え
る
改

修
（
令
和
５
年
３
月
処
理
～
）

　

新
旧
の
資
格
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た

限
度
額
適
用
認
定
証
区
分
が
異
な
る
場

合
は
、
振
替
・
分
割
に
よ
っ
て
患
者
支

払
額
の
変
動
等
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
振
替
・
分
割
の
対
象
外
と
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
定
の
点
数

以
下
で
あ
れ
ば
、
新
旧
の
資
格
に
お
い

て
異
な
る
限
度
額
適
用
認
定
証
区
分
が

登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
高

額
療
養
費
の
現
物
給
付
に
該
当
し
な
い

た
め
、
令
和
５
年
３
月
処
理
以
降
は
レ

セ
プ
ト
振
替
可
否
の
判
定
に
合
計
点
数

を
追
加
し
、
レ
セ
プ
ト
振
替
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
よ
り
多

く
の
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
振
替
・
分
割

が
可
能
と
な
り
、
旧
資
格
の
保
険
者
に

請
求
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
の
減
少
が
図
ら

れ
ま
し
た
。（
図
３
、
図
４
）

●図３

●図４
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Topics
　

レ
セ
プ
ト
振
替
に
よ
る
振
替
・
分
割

の
結
果
と
し
て
返
戻
さ
れ
な
か
っ
た
レ

セ
プ
ト
は
当
初
、
毎
月
約
６
万
件
〜

８
万
件
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が

（
別
表
）、
令
和
４
年
11
月
処
理
か
ら
対

応
し
て
い
る
枝
番
訂
正
の
結
果
と
し
て

返
戻
さ
れ
な
か
っ
た
レ
セ
プ
ト
が
新
た

に
毎
月
約
５
万
件
〜
７
万
件
生
じ
て
い

ま
す
。（
表
の
１

-

３
）

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
３
月
処
理
か
ら

レ
セ
プ
ト
の
合
計
点
数
が
レ
セ
プ
ト
種

別
ご
と
に
設
定
し
た
点
数
以
下
で
あ
れ

ば
、
新
資
格
に
振
り
替
え
る
対
応
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
応
前
の
同
年

２
月
処
理
と
の
比
較
か
ら
毎
月
約
７
万

件
が
レ
セ
プ
ト
振
替
・
分
割
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。（
表
の

③

-

２
）

　

こ
れ
ら
の
効
果
も
含
め
て
、
令
和
５

年
４
月
処
理
に
お
い
て
、
レ
セ
プ
ト
振

替
・
分
割
・
枝
番
訂
正
の
結
果
と
し
て

返
戻
さ
れ
な
か
っ
た
レ
セ
プ
ト
は
約

22
・
5
万
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
別

表
）

表●医療機関等からの請求とオンライン資格確認の結果が異なっている場合のレセプト振替の状況

別表●振替、分割及び枝番訂正の各月の推移（① -１、① -２、① -３の合計）

※枝番訂正は令和４年 11月処理から実施
①‐１　振替することにより医療機関等に返戻されないレセプトの件数　
①‐２　分割することにより医療機関等に返戻されないレセプトの件数
①‐３　枝番訂正することにより医療機関等に返戻されないレセプトの件数　
②　　  旧保険証回収済みのものとして支払基金から医療機関等へ返戻する件数
③‐１　旧保険証未回収のもののうち、新資格未登録としてレセプト記載の保険者に請求する件数
③‐２　旧保険証未回収のもののうち、公費負担がある・高額療養費の現物給付該当としてレセプト記載の
　　　　保険者に請求する件数
④　　  その他、レセプト記載の保険者に請求する件数
⑤　　　レセプト総合計

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の

改
善
等
に
よ
る
効
果
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Topics

Q1 オンライン資格確認で開始されたレセプト振替について、どのような考え方で振替・
分割を行っているのか。

A1 　医療機関・薬局から審査支払機関へ請求された診療行為等の算定日を基に（算定日を受診日

として取り扱う）、その属する保険者の資格が有効であるかを確認し、資格喪失している場合は

有効な資格に振り替えています。

　また、資格喪失が月の途中である場合は、レセプトを分割しています。

Q2 オンライン資格確認のレセプト振替で、公費負担や高額療養費に該当せず、算定日情
報もあり、新しい資格を取得していることが判明しているにもかかわらず、振替不可の
理由がわからないレセプトがある。

A2 　レセプトの記録内容では振替不可となった理由を判断しづらい事例の一つに、「変更前後の保

険において限度額適用認定証の区分が異なる（新資格の限度額適用認定証の区分が未登録であ

る場合を含む）。」というものがあります。

　なお、振替対象となるレセプトの拡大を図るため、令和５年３月処理分以降、レセプトの合

計点数が一定点数以下であれば、振替の対象となるよう機能拡充しました。

Q3 公費負担レセプトや高額療養費が発生するレセプトが振替の対象外となる仕組みを教え
ていただきたい。

A3 　公費負担レセプトは、オンライン資格確認システムで当該資格情報が管理されていないため、

振替・分割の対象外となっています。

　高額療養費が発生するレセプトは、保険者が変更すると限度額も変更になる可能性があること、

また、分割した際には支払い済みの患者負担額の調整が必要となることなどにより振替・分割の

対象外となっています。

レセプト振替に関する主なお問い合わせ

月刊基金 June 202317



医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け

　

小
学
生
の
頃
、
野
口
英
世
や
シ
ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
の
偉
人
伝
を
読
み
、
人
助
け
が
で

き
る
仕
事
と
し
て
医
師
が
良
い
と
思
い
、

医
師
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
時
期
は
、

大
学
紛
争
が
活
発
で
、
卒
業
し
て
か
ら
３

年
間
ぐ
ら
い
ま
で
は
医
局
に
入
ら
ず
、
高

知
や
愛
媛
の
病
院
を
転
々
と
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
の
病
院
で
、
生
の
医
療
の
現
場

を
見
た
時
に
、
内
科
と
外
科
を
比
べ
る
と
、

外
科
の
方
が
短
期
間
の
治
療
で
病
気
が
治

り
、
患
者
さ
ん
が
早
々
に
帰
っ
て
い
く
姿

が
鮮
や
か
だ
っ
た
の
で
、
外
科
の
道
を
選

ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
医
師
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー

　

外
科
医
は
手
術
を
す
る
た
め
、
患
者
さ

ん
に
残
酷
な
印
象
を
持
た
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、『
鬼き

手し
ゅ

仏ぶ
っ

心し
ん

』
が
意
味
す
る
よ
う

に
、
外
科
医
は
鬼
の
手
で
は
あ
る
が
、
仏

心
を
持
っ
て
お
り
、
医
者
と
し
て
芯
の
と

こ
ろ
で
患
者
さ
ん
を
治
し
た
い
と
い
う
温

か
い
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

私
が
審
査
委
員
に
な
っ
た
時
は
、
紙
レ

セ
プ
ト
の
審
査
が
中
心
で
し
た
。
当
時
、

審
査
委
員
会
室
に
来
る
と
、
机
に
ど
さ
っ

と
山
の
よ
う
に
紙
レ
セ
プ
ト
が
高
々
と
積

ま
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
審
査
す
る
の

か
よ
く
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
先
輩

の
審
査
委
員
に
質
問
を
し
な
が
ら
、
徐
々

に
審
査
の
要
領
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

電
子
レ
セ
プ
ト
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は

非
常
に
大
き
な
変
化
で
、
審
査
そ
の
も
の

が
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
な
り
、
様
々

な
こ
と
が
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
た
た
め
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
心
に
留
め
て
い

る
こ
と

　

徳
島
の
審
査
委
員
会
は
、
医
科
、
歯
科

と
も
に
仲
が
良
く
、
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
取
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
審
査
が
導
入
さ
れ
、
審
査
委
員
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
減
り
、
審
査

の
在
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
が
、
二
次
審
査
や
審
査
研
究

会
で
は
多
く
の
審
査
委
員
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
委
員
長
と
同
時
に
審
査
調

整
役
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
徳
島
の
取
決

め
が
ブ
ロ
ッ
ク
あ
る
い
は
全
国
の
取
決
め

に
集
約
さ
れ
、
毎
月
、
集
約
さ
れ
た
取
決

め
の
内
容
を
確
認
す
る
作
業
が
大
変
に

な
っ
て
き
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

の
び
や
か
で
創
造
的
な
仕
事
で

こ
れ
か
ら
の
国
民
皆
保
険
を
支
え
る

露つ
ゆ

口ぐ
ち

　
勝ま

さ
る

　
徳
島
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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当
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
前

に
審
査
委
員
と
担
当
職
員
が
ウ
ェ
ブ
を
通

じ
て
意
識
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
審
査
を
し
て
い
て
違
和

感
が
あ
る
と
い
っ
た
意
見
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と

　

職
員
に
は
、
と
に
か
く
前
へ
前
へ
と
進

む
意
識
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
物
事
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
い
つ
の
時
代
で

も
若
い
人
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
世
の
中
に

な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
I
C
T
が
非
常
に
発
達
し
、
新
た
に
取

組
む
べ
き
分
野
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

支
払
基
金
は
、
公
平
公
正
な
審
査
を
す

る
立
場
で
、
日
本
の
国
民
皆
保
険
を
支
え

る
大
き
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

役
割
を
務
め
な
が
ら
、
職
員
に
は
こ
れ
か

ら
も
の
び
や
か
に
創
造
的
な
仕
事
を
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

―
―
審
査
事
務
集
約
後
の
変
化
に
つ
い
て

　

審
査
事
務
集
約
後
で
一
番
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
、
我
々
の
事
務
局
に
残
る
職

員
が
半
数
以
下
に
な
り
、
事
務
局
の
雰
囲

気
が
随
分
さ
み
し
く
な
っ
た
と
い
う
印
象

で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
は
チ
ャ
ッ
ト

や
ウ
ェ
ブ
電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、
集
約
さ
れ
て
数
か
月
が
経
過
し
て
も
、

ま
だ
仕
事
内
容
等
の
変
化
に
慣
れ
て
い
な

い
印
象
を
感
じ
ま
す
。

　

在
宅
審
査
事
務
の
た
め
に
徳
島
に
帰
っ

て
き
た
職
員
に
は
、
徳
島
の
事
務
局
に
来

て
も
ら
い
、
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
私
自
身
も
高
松
の
審
査
事
務
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
、
徳
島
の
職
員
が
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
疎
外
感
を

持
っ
て
い
な
い
か
を
見
守
り
に
行
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
四
国
四
県
の
職
員
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
仲
良
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
複
数
都
道

府
県
の
審
査
事
務
が
始
ま
り
、
徳
島
出
身

以
外
の
職
員
が
徳
島
県
の
医
療
機
関
の
担

―
―
国
保
連
合
会
と
の
調
整
に
つ
い
て

　

徳
島
で
は
、
年
に
２
回
程
度
、
国
保
連

合
会
の
審
査
委
員
の
方
々
と
打
合
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
審
査
の
取
決

め
を
５
つ
ほ
ど
持
ち
寄
り
、
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
で

取
決
め
を
統
一
し
て
い
る
の
で
、
徳
島
特

有
の
取
決
め
で
国
保
連
合
会
と
調
整
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
は
言
っ
て
も
、

医
療
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し
い
薬
剤

や
医
療
機
器
が
次
々
と
出
て
く
る
の
で
、

そ
の
辺
り
の
取
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
、
支
払
基
金
と
国
保
連
合
会
で
、
で

き
る
だ
け
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
に
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
レ
セ
プ
ト
は
個
別
性
の
高

い
も
の
で
す
の
で
、
実
際
に
は
審
査
結
果

に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
場
合
に
個
々
の
症
例
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
妥
当
と
い
う
結
論
が
出
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
皆
様
に
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方

　

筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
毎
朝
、
眉
山
の

中
腹
ま
で
登
っ
て
い
ま
す
。
朝
早
く
行
く

と
、
ご
高
齢
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
挨
拶
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
も

よ
く
聞
こ
え
、
３
月
は
う
ぐ
い
す
の
鳴
き

声
を
楽
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
に
触
れ

る
事
で
五
感
が
磨
か
れ
て
い
る
感
覚
が
し

ま
す
。
あ
と
は
、
家
で
読
書
を
し
た
り
、

庭
の
草
木
の
手
入
れ
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
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―
―
電
子
処
方
箋
の
開
発
に
当
た
っ
て

岩
瀬　

令
和
２
年
９
月
か
ら
厚
生
労
働
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
総
務
課
（
現　

電
子

処
方
箋
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
）
の
電
子
処
方

箋
調
査
研
究
事
業
が
始
ま
り
、
支
払
基
金

は
同
年
10
月
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に

携
わ
る
人
員
を
２
名
配
置
し
、
主
体
的
に

仕
様
調
整
や
シ
ス
テ
ム
の
調
達
仕
様
書
作

成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

電
子
処
方
箋
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

基
盤
を
活
用
し
た
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
支
払
基
金
の
情
報
化
企
画
部
の
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
担
当
者

と
密
に
連
携
し
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
前
半
に
一
般
競
争
入

札
に
て
構
築
事
業
者
を
選
定
の
上
、
令
和

３
年
11
月
か
ら
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
技
術
解
説
書
の
作
成
、
医
療
機
関
・

薬
局
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
向
け
の
テ
ス
ト
シ

ナ
リ
オ
・
テ
ス
ト
仕
様
書
、
医
療
機
関
・

薬
局
の
運
用
テ
ス
ト
の
テ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ

及
び
医
療
機
関
・
薬
局
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
医
療
機
関
・
薬
局
の
ス
ム

ー
ズ
な
導
入
及
び
普
及
に
も
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を

終
え
、
令
和
４
年
10
月
末
か
ら
４
地
域
で

電
子
処
方
箋
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
、
モ

デ
ル
事
業
で
検
知
し
た
課
題
・
問
題
を
早

期
に
刈
り
取
り
、
無
事
、
令
和
５
年
１
月

26
日
に
運
用
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
、
医
師
と

薬
剤
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

支払基金改革
ただ今奮闘中

―
―
開
発
に
当
た
り
、
苦
慮
し
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い

岩
瀬
・
宮
本　

４
点
あ
り
ま
す
。
１
点
目

は
重
複
投
薬
等
チ
ェ
ッ
ク
の
レ
ス
ポ
ン
ス

に
つ
い
て
で
す
。
医
療
機
関
・
薬
局
の
操

作
端
末
（
電
子
カ
ル
テ
等
）
か
ら
電
子
処

方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
医

療
機
関
・
薬
局
に
結
果
を
返
す
ま
で
の
時

間
を
、
１
秒
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

登
録
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

　

２
点
目
は
、
仕
様
書
の
作
成
で
す
。
仕

様
書
作
成
に
お
い
て
は
、
電
子
処
方
箋
・

調
剤
済
み
電
子
処
方
箋
に
は
電
子
署
名
が

必
要
と
な
り
、
電
子
署
名
の
仕
組
み
を
勉

強
し
、
こ
の
仕
様
を
記
録
条
件
仕
様
や
外

部
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
書
に
落
と
し

込
む
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

３
点
目
は
、
電
子
処
方
箋
に
記
録
す
る

医
薬
品
及
び
用
法
の
標
準
化
で
す
。
コ
ー

ド
化
す
る
こ
と
で
標
準
化
し
、
医
療
機

関
・
薬
局
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
実
装
の
し
や

す
さ
及
び
現
行
の
ル
ー
ル
に
沿
う
よ
う
、

関
係
者
と
調
整
を
図
り
、
合
意
を
得
る
ま

で
に
か
な
り
の
回
数
、
議
論
を
重
ね
ま
し

た
。

　

４
点
目
は
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
で
す
。
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
支
払
基
金
が
提
供

す
る
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
患
者

の
接
点
と
な
る
機
器
に
な
る
た
め
、
U
I

※
１
/
U
X
※
２
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
操
作
に
迷
わ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
患
者
の
医
療
機
関

等
に
お
け
る
動
線
を
考
慮
し
た
り
、
高
齢

者
で
も
読
め
る
よ
う
な
文
字
サ
イ
ズ
に
す

令
和
５
年
１
月
よ
り
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
開
発
に
携
わ
っ
た
情
報
化
企
画
部
の
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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る
等
、
関
係
者
含
め
議
論
を
重
ね
、
画
面

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
１　

U
I

　
「
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」

の
略
称
。
ユ
ー
ザ
ー
と
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
繋
ぐ
た
め
の
役
割
を
も
つ
、
あ
ら

ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、

利
用
者
の
目
に
入
る
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ォ

ン
ト
・
色
・
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
全
て
が

U
I
で
あ
る
。

※
２　

U
X

　
「
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」

の
略
称
。
ユ
ー
ザ
ー
が
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
感
じ
た
、
面
白
い
・
使
い
や
す
い
・

使
い
に
く
い
な
ど
を
含
め
、
そ
こ
か
ら

得
た
全
て
の
顧
客
が
体
験
す
る
も
の
。

　

こ
れ
ら
の
開
発
は
全
て
の
利
用
者
の
理

解
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

電
子
処
方
箋
の
シ
ス
テ
ム
は
複
雑
な
構
成

で
は
な
く
、
フ
ァ
イ
ル
交
換
シ
ス
テ
ム
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
電
子
処
方

箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
を

作
る
医
療
機
関
・
薬
局
の
シ
ス
テ
ム
ベ
ン

ダ
、
そ
れ
ら
を
運
用
す
る
医
師
や
薬
剤
師
、

事
務
職
員
の
意
見
を
全
て
吸
い
上
げ
、
反

映
さ
せ
な
い
と
、
ど
こ
か
で
不
具
合
が
生

じ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
は
、
医
療

機
関
と
薬
局
が
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

こ
と
も
目
的
で
あ
り
、
利
用
者
の
使
い
や

す
さ
を
考
え
、
フ
ァ
イ
ル
仕
様
の
検
討
を

行
う
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
に
開
発
及
び
進
捗
管
理
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か

杉
本　

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
は
、

開
発
の
構
想
か
ら
リ
リ
ー
ス
ま
で
約
２
年

も
の
長
い
年
月
を
か
け
ま
し
た
。
開
発
期

間
中
、
開
発
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遅
れ
が
出
な

い
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
事
業
者
及
び
厚
生
労

働
省
と
も
連
携
を
図
り
、
支
払
基
金
を
含

め
た
三
者
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
情
報
共
有

を
確
実
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
発
の
手
法
と
し
て
、
大
き
な

単
位
で
シ
ス
テ
ム
を
区
切
る
こ
と
な
く
、

小
単
位
で
実
装
と
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
て

開
発
を
進
め
て
い
く
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開

発
」
と
い
う
手
法
で
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で

の
開
発
手
法
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開

発
）
と
比
較
し
て
、
開
発
期
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
で
は
、
小
さ
な

単
位
で
計
画
か
ら
設
計
、
実
装
、
テ
ス
ト
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を
繰
り
返
す
た
め
、
不
具
合
が
発
覚
し
た

際
に
戻
る
工
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
幅
に
修
正
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
事

業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
開
発
を
進
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
仕
様
と
は
違
う
と
い
っ
た
突
発
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
も
な
く
開
発
が

進
め
ら
れ
、
進
捗
管
理
も
大
変
し
や
す
い

も
の
で
し
た
。

　

開
発
メ
ン
バ
ー
は
７
名
で
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
本
当
に
一
人
ひ
と
り
の
持
っ
て

い
る
知
識
が
深
く
、
量
も
多
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
得
意
分
野
が
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ

て
い
た
こ
と
も
功
を
奏
し
ま
し
た
。
支
払

基
金
職
員
で
は
な
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

民
間
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
は
、
特
に
シ
ス

テ
ム
の
造
詣
が
深
い
た
め
、
誤
っ
た
シ
ス

テ
ム
設
計
を
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
メ
ン
バ

ー
に
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

―
―
現
在
ま
で
の
電
子
処
方
箋
の
運
用
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い

杉
本　

令
和
５
年
５
月
14
日
時
点
に
お
け

る
運
用
開
始
施
設
数
は
、
医
科
医
療
機
関

３
１
２
施
設
、
歯
科
医
療
機
関
17
施
設
、

薬
局
３
４
８
０
施
設
の
合
計
３
８
０
９
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
モ
デ
ル
事
業
を
開

始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
導
入
数
と

し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
課
題
と
対
応
策
を

と
り
ま
と
め
た
上
で
、
医
療
機
関
等
向
け

の
説
明
会
を
行
っ
た
り
、
準
備
作
業
が
問

題
な
く
完
了
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
意
し
、
特
に
躓

き
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ

ッ
ク
項
目
に
追
加
し
て
周
知
を
図
る
と
い

っ
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
モ

デ
ル
事
業
を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
医
療

機
関
・
薬
局
に
導
入
促
進
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。

―
―
電
子
処
方
箋
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え

て
く
だ
さ
い

岩
瀬　

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

電
子
処
方
箋
だ
け
で
は
な
く
紙
の
処
方
箋

を
発
行
し
た
場
合
の
処
方
箋
情
報
も
登
録

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
薬
局
で
は
電
子
処

方
箋
に
対
応
し
て
い
な
い
医
療
機
関
か
ら

交
付
さ
れ
た
処
方
箋
に
基
づ
く
調
剤
結
果

も
登
録
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
処
方
箋
に
記
載
さ
れ
た
患
者
さ

ん
の
お
薬
情
報
が
集
積
さ
れ
、
医
療
機

関
・
薬
局
間
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
よ
り

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
ま
す
し
、
患

者
さ
ん
も
十
分
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
適
正

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
電
子
処
方
箋
の
重
複
投
薬
等
チ

ェ
ッ
ク
は
、
医
療
機
関
・
薬
局
を
跨
い
だ

患
者
さ
ん
の
過
去
の
お
薬
情
報
を
用
い
た

チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
医

療
機
関
・
薬
局
内
で
限
定
さ
れ
た
形
で
し

か
共
有
で
き
な
か
っ
た
お
薬
情
報
の
チ
ェ

ッ
ク
が
、
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
の
医
療
機
関
に
て
処
方
箋

の
欄
外
に
血
液
検
査
結
果
の
記
載
等
、
医

師
の
処
方
意
図
を
処
方
箋
内
に
コ
メ
ン
ト

で
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
も
電
子
処
方
箋
に
お
い
て
電
子

デ
ー
タ
で
扱
う
こ
と
が
で
き
る
仕
様
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
薬
局
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
薬
局
か
ら
は
、
後
発
医
薬
品

へ
の
変
更
や
疑
義
照
会
の
内
容
・
結
果
、

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

踏
ま
え
て
、
次
回
診
療
時
に
医
師
に
役
立

て
て
ほ
し
い
情
報
な
ど
を
管
理
サ
ー
ビ
ス

に
登
録
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
は
自
医
療
機
関
が
交
付
し

た
処
方
箋
に
基
づ
く
調
剤
結
果
を
い
つ
で

も
取
得
で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
十
分
に
ご
活
用
の

上
、
医
療
機
関
・
薬
局
、
医
師
・
薬
剤
師

間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
是

非
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

望
月　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
は
、
関
係

22月刊基金 June 2023



　　　　　　望月さん　　　　　　　　岩瀬さん　　　　　　 杉本さん　　　　　　　 宮本さん
情報化企画部

者
の
皆
様
の
ご
協
力
と
開
発
に
携
わ
っ
た

者
の
努
力
に
よ
り
、
令
和
５
年
１
月
26
日

に
運
用
を
開
始
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

当
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
前
述
の

よ
う
に
過
去
の
処
方
・
調
剤
の
情
報
閲
覧

や
重
複
投
薬
チ
ェ
ッ
ク
と
い
っ
た
医
師
、

薬
剤
師
及
び
患
者
に
と
っ
て
の
付
加
情
報

の
提
供
や
医
療
機
関
・
薬
局
窓
口
及
び
患

者
の
利
便
性
の
向
上
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
の
更
な
る
向
上
を

目
指
し
、
令
和
５
年
度
は
、「
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
※
３
に
対
応
す
る
仕
組
み
」
や
「
口

頭
同
意
※
４
に
対
応
す
る
仕
組
み
」
の
開

発
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
施
設
は
、
３
８
０
９
施
設
（
令
和
５
年

５
月
14
日
時
点
）
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状

況
で
す
。

　

さ
ら
な
る
導
入
促
進
の
た
め
に
は
、
医

療
機
関
と
薬
局
が
ペ
ア
と
な
っ
て
連
携
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
、
電
子
処
方

箋
の
導
入
準
備
が
進
ん
で
い
る
医
療
機
関

ま
た
は
薬
局
が
所
在
し
て
い
る
地
域
の
医

療
機
関
・
薬
局
に
対
し
、
メ
ー
ル
等
で
導

入
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
支
払
基
金
と
し
て
、
依
頼
が

あ
っ
た
団
体
に
赴
き
、
説
明
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
可
能
な
限
り
継
続
し
、

開
発
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
受
入

体
制
の
更
な
る
整
備
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
は
、

24
時
間
稼
働
の
利
用
者
が
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
運
用
保
守

も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
当
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
は
、
障
害
時
に
自
動
復
旧
す
る
処
理
等

が
組
み
込
ま
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

最
大
限
に
活
用
し
た
構
成
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
導
入
施
設
の
増
加
に

伴
い
、
運
用
保
守
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重

く
な
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
管
理
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
機
関
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
の
指
導
の
下
、
シ
ス
テ
ム
事
業

者
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
と
一

致
協
力
し
な
が
ら
、
全
身
全
霊
で
シ
ス
テ

ム
開
発
、
運
用
保
守
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
３　

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

　

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
繰
り
返
し
使

用
で
き
る
処
方
箋
の
こ
と
（
上
限
３
回
）。

症
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
に
対
し
、

医
師
が
リ
フ
ィ
ル
に
よ
る
処
方
が
可
能

と
判
断
し
た
場
合
に
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
。

※
４　

口
頭
同
意

　

医
療
機
関
の
受
付
窓
口
に
お
い
て
患

者
が
健
康
保
険
証
で
提
出
し
た
場
合
、

又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た

受
付
で
過
去
の
薬
剤
情
報
提
供
の
同
意

を
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
医
師
へ
の

口
頭
同
意
に
よ
り
電
子
処
方
箋
を
発
行

し
、
重
複
投
薬
チ
ェ
ッ
ク
や
過
去
の
薬

剤
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
。
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　コンピュータチェックに関する公開については、「コンピュータチェックに関する公開基準」に基づき、適
宜公開事例の変更等を行うこととしています。
　今般、支払基金ホームページに掲載している「コンピュータチェック対象事例」のうち、診療報酬改定等に
伴い、内容を変更した事例及び新規に追加した事例について更新しました。
　なお、コンピュータチェック対象事例の更新内容は下表のとおりです。
　○令和5年3⽉版  コンピュータチェック対象事例の更新内容（2023年4⽉28⽇現在）

更新内容
○「コンピュータチェックに関する公開基準」に基づき、以下に該当するチェック対象診療⾏為等に係る事例
を更新しました。
 ・診療報酬改定等に伴い、既に公開している事例のうちコンピュータチェックの内容を変更した事例及び新規

にコンピュータチェックを設定した事例
○前回更新時に公開ファイルの変更区分を「9：廃⽌」としていた事例の削除
◯コンピュータチェック対象事例ファイル（本部点検条件）について
 ・「JC_本部点検条件」、「JCH_本部点検条件」、「JH_本部点検条件」に変更等がある場合であっても「CC_

JIREI_本部点検条件」に変更がない場合は、公開ファイルの変更区分は「0：前回公開と同⼀内容」として
更新されます。

※コンピュータチェックに係る診療内容の適否については、画⼀的あるいは⼀律的に適⽤するものではなく、個別の
症例ごとに審査委員会の医学（薬学）的判断により決定されます。

　なお、以下の関連通知等に照らし、審査委員会において判断しています。
（参考）医科診療報酬点数表、⻭科診療報酬点数表、調剤報酬点数表、療養担当規則、厚⽣労働省事務連絡（疑義解釈、

新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて 等）	 等

　コンピュータチェック対象事例
　コンピュータチェック対象事例は、支払基金ホームページからダウンロードできます。

　コンピュータチェック対象事例ファイル仕様書
　コンピュータチェック対象事例ファイル仕様書については支払基金ホームページからダウンロードできます。

コンピュータチェックに関する公開の更新

コンピュータチェックに関する公開

　　　　　　　　　　　　　　https://www.ssk.or.jp/

①　トップページ → 診療報酬の請求支払 → コンピュータチェックに関する公開
②　トップページ → 医療機関・薬局の方／保険者の方／地方公共団体の方／一般の方
　　　→ コンピュータチェックに関する公開

　　 https://www.ssk.or.jp/seikyushiharai/ssk_cc/ssk_cc_300320/index.html

支払基金

No
変更区分

事例数
コード内容 詳細内容

1 0：前回公開と同⼀内容 前回公開時と同⼀内容の事例 93,965
2 1：抹消 設定しない ー
3 3：新規 今回の公開で新規に追加した事例 24,985
4 5：変更 今回の公開で変更した事例 3,944
5 9：廃⽌ 今回の公開で廃⽌した事例 1,202

合計 124,096
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

オンライン資格確認システムの導入状況

４月 ３日 公益代表役員等の公募を開始
  令和５年１月診療分の対前年同月伸び率で確定件数は12.9%増加、確定金額は7.9%増加
  「令和５事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画」、「審査支払会計収入支出予算」及び「保

健医療情報会計収入支出予算」並びに「令和５事業年度財政調整等特別会計予算、事業計画及び
資金計画」について、厚生労働大臣の認可

４月 25日 ４月定例記者会見を開催
４月 27日 令和５年度診療報酬の審査支払に関する保険者との契約を締結　
４月 28日 コンピュータチェックに関する公開の更新

４月理事会は４月24日に開催され、議題は次のとおりでした。

出典：厚生労働省HPより

議　題

　１　支払基金改革の進捗状況
　 　２　報告事項
　　⑴　令和５年度監事監査計画
　　⑵　令和４年度（後期）内部監査結果報告及び令和５年度内部監査計画
　　⑶　レセプトデータ等の統計情報の提供状況
　　⑷　社会保険診療報酬支払基金事務所移転売却の方針
　　⑸　令和５事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画及び収入支出予算、
　　　　令和５事業年度各特別会計予算、事業計画及び資金計画、
　　　　令和４事業年度審査支払会計収入支出予算変更の認可

　３　定例報告
　　⑴　令和５年度前期高齢者納付金徴収額及び交付金交付額等の決定状況
　　⑵　令和５年２月審査分の審査状況
　　⑶　令和５年３月審査分の特別審査委員会審査状況
　　⑷　令和５年３月理事会議事録の公表
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